
この議会だよりは環境を考え再生紙を使用し、議員の自主編集で発行しています。

◆平成２０年度の決算を認定

◆一般質問

◆常任委員会の焦点

◆予算特別委員会

◆討　論

◆広域議会からの報告

◆政務調査費について
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　北中学校の２年生は、昨年からのまちなかデザインプロジェ

クトや職場体験等を通じて学んできた長井のよさを県外に広げ

たいという想いから、来年５月の修学旅行中に東京都大田区の

梅屋敷商店街でＰＲ活動を展開する準備を始めました。長井市

の特産品や手打ちそばの販売、黒獅子・あやめ太鼓・けん玉等

も披露する予定で、地域の方々の指導を受け懸命に取り組んで

います。

　「あやめんご」とは、「あやめ」と「めんご」を合わせて、

生徒たちでネーミングしたということです。



広報ながい発行

消防ヘリコプタ

ー運行協議会負

担金

長井市洪水ハザ

ードマップ作成

事業

公共交通の確保

（市営バスの運行）

定額給付金給付

事業

電算システム共

同アウトソーシ

ング委託業務

集団資源回収奨

励金

後期高齢者医療

市民相談事業

生活保護の実施

障がい児通学支

援事業

高年齢者労働能

力活用事業

子育て支援セン

ター事業（まざ

ーれ）

児童センター運

営事業

訪問看護ステー

ション事業

広報ながいを月１回発行。１０月から有料

広告もスタート。

広域運用による負担金。ヘリコプターを活

用しての人命救助、消火活動、災害情報の

把握などに活用。

最上川及び置賜白川並びに置賜野川の浸

水想定区域、県の土砂災害警戒区域のデー

タを元に、避難に関する情報マップを作成。

乗客数：長井蔵京線（１０，３６０人）、致芳平

野置賜病院線（４，４４８人）、伊佐沢コミュ

ニティバス（２，４５３人）

１人につき１万２千円（６５歳以上及び１８

歳以下は２万円）を交付。平成２１年３月ま

での交付決定数は４，９３０世帯。

電算システムを平成２１年４月から置賜広

域共同でのアウトソーシングへ切り替え

るためにシステム移行を実施。

子ども会などが行う集団資源回収事業に

対する奨励金。延べ１６９団体。

７５歳以上と６５歳から７４歳までの障がい

のある方を被保険者とした医療保険制度。

被保険者数４，８５０人。

市民の相談業務の他、弁護士、司法書士、

年金など各種相談、市政座談会を開催。

生活困窮者の最低生活を保障するととも

に自立助長を促進する。

障がい児が通う米沢養護学校へのマイク

ロバス送迎の実施により、保護者の負担軽

減を図る。

高齢者の経験や能力を活かし就業できる

場を提供する（社）長井・西置賜シルバー

人材センターへの支援。

プレールームの開放、子育てサークルなど

の育成及び支援、子育てに関する相談、指

導。

入所児童数　２７５人（致芳６７人、西根７３人、

平野５２人、豊田６３人、伊佐沢２６人）

住み慣れた家庭で安心して療養生活がで

きるよう、かかりつけ医師の指示で看護師

が訪問し病状の観察、療養指導を行う。

１ヶ月平均訪問回数１２４回。
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平
成
２０
年
度
一
般
会
計
予
算
現
額
１
１
１
億

９
０
５
９
万
５
千
円
に
対
す
る
決
算
額
は
、
歳

入
　

１
１
０
億
５
０
４
５
万
円
、
歳
出
　

１
０
８

億
２
４
６
万
４
千
円
で
差
引
き
残
額
　

２
億
４

７
９
８
万
６
千
円
で
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か

１０
会
計
の
特
別
会
計
予
算
総
額
９２

億
８
６
０
２
万
１
千
円
に
対
す
る

決
算
額
は
、
歳
入
　

８８
億
４
９
６
２
万
５
千
円
、

歳
出
　

８５
億
７
７
１
万
円
で
差
引
き
残
額
は
３

億
４
１
９
１
万
５
千
円
で
し
た
。

　
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
主
な
事
業
を
抽
出
し

掲
載
し
ま
し
た
。

主な事業名 事 業 の 内 容 事業費
（単位：千円）

市営バス「長井蔵京線」

シルバー人材センター



長井西置賜休日

診療所運営事業

農地・水・環境

保全向上対策事

業

みどり環境交付

金事業

レインボープラン

コンポストセンター

管理運営と推進事業

地場産業振興支

援事業

勤労者互助会事

業補助金

観光業務委託事

業

長井まちづくり

基金事業

まちづくり交付

金事業

小・中学校各種

大会出場補助金

外国青年招致事

業

長井小学校第３校

舎耐震診断事業

土曜らんど事業

体育施設の維持

管理

生涯学習プラザ

維持管理業務

移動図書館の運

行事業

地区内開業医の休診日に一次診療の提供

を行う。診療日数　７０日、患者数　１，０５６人。

農地・水・環境の良好な保全と質的向上に

より地域の振興を図るため地域全体での

共同作業に対する支援。

森づくりや自然環境保全活動及び森林環

境教育などを地域に合わせ実施。おきたま

の森感謝祭では５９６本を植樹。

中央地区約５,０００世帯の生ごみ収集（８５８

ｔ）。コンポストは３４１ｔで１，７５９千円を

販売。稼動から１１年を経過。

（財）地場産業振興センターへの支援。建設

費補助金、運営費補助金、修繕費補助金を

交付した。販路拡大、イベント開催による

地場産業の活性化を目指す。

共済給付事業、健康管理事業、レクリエー

ション事業、保養施設利用助成事業などの

互助会事業を補助。

観光客のニーズを把握してイベントの企

画と実施。（白つつじ、黒獅子、あやめ、水

の各まつり）

長井まちづくり基金から地域の活性化や

地場産業の振興に資する事業に対して助

成。

小桜館周辺多目的広場整備工事や長井駅

周辺整備工事その他。

体育連盟が主催する大会、吹奏楽コンクー

ル、英語の弁論大会など出場の一部を補助。

中学校で英語指導、小学校の総合学習の時

間で国際理解教育指導を実施。

昭和４７年に建築された校舎の第２次診断

を実施し、地震に対する安全性をはかる。

小中学生を対象として、毎月第３土曜日の

午前中に体験活動や自主活動を実施。

学校体育施設開放事業、市民体育館、市営

野球場など社会体育施設の維持管理。

生涯学習・生涯スポーツ・レクリエーショ

ン活動の拠点施設として、安心で安全に利

用するための維持管理費。

交通手段のない子供たちに図書館の蔵書

を利用してもらう事業で保育施設・小学校

に２週間に１度運行。移動図書館車を更新。
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主な事業名 事 業 の 内 容 事業費
（単位：千円）

まちづくり交付金で
整備した小桜館前

長井まちづくり基金事業で
改修した歴史的建造物

平野地区農地・水・環境保全活動

装いも新たになった
子育て支援センター

新しくなった
移動図書館「いなほ号」



Ｑ．

１０
月
に
入
り
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
大
流
行
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
事
実
大
都
市
で
は
集
団

り
患
し
、
学
校
閉
鎖
な
ど
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

が
こ
の
ま
ま
拡
大
す
る
と
、
国
民

の
５
人
に
１
人
に
当
た
る
２
５
０

０
万
人
余
り
が
発
症
し
、
お
よ
そ

３
万
８
０
０
０
人
が
重
症
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
持
病
が
あ
る

人
や
妊
娠
し
て
い
る
人
は
、
か
か

り
つ
け
医
師
に
電
話
で
相
談
し
、

受
診
す
る
医
療
機
関
を
紹
介
し
て

も
ら
う
、
自
宅
で
療
養
す
る
場
合

は
、
家
族
な
ど
と
な
る
べ
く
別
の

部
屋
で
過
ご
し
、
接
触
を
避
け
る

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
長

井
市
の
対
策
本
部
と
し
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
市
長
に
伺
い
ま
す
。

Ａ．

対
策
本
部
で
は
、
啓
発
チ
ラ

シ
の
全
戸
配
布
を
３
回
行
い
ま
し

た
。
学
校
・
保
育
施
設
等
は
文
書

で
保
護
者
へ
注
意
を
喚
起
し
、
市

内
の
各
施
設
に
は
消
毒
用
ア
ル
コ

ー
ル
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
感
染
予
防
に
一
番
効
果
的
な
の

は
、
う
が
い
、
手
洗
い
、
せ
き
エ

チ
ケ
ッ
ト
、
マ
ス
ク
着
用
と
い
っ

た
基
本
的
な
対
策
で
あ
り
、
市
民

の
皆
様
一
人
一
人
に
、
感
染
は
自

分
が
止
め
る
と
い
う
気
持
ち
を
持

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。

　
流
行
そ
の
も
の
を
止
め
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
で
す
が
、
感
染
を

最
小
限
に
し
て
、
地
域
社
会
へ
の

打
撃
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た

め
に
、
今
後
も
必
要
な
措
置
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ．

本
市
の
象
徴
と
し
て
「
あ
や

め
公
園
」
が
あ
り
、
そ
の
公
園
が

来
年
１
０
０
周
年
と
い
う
節
目
の

時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

あ
や
め
を
鑑
賞
に
訪
れ
た
折
に
、

ス
タ
ッ
フ
や
作
業
員
か
ら
現
場
の

声
と
し
て
多
く
の
課
題
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
や

公
園
の
管
理
に
は
多
く
の
労
力
と

資
金
が
必
要
で
あ
り
、
諸
々
の
課

題
は
一
気
に
解
決
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
存
す
る
課

題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の

で
す
か
。

　
加
え
て
、
観
光
行
政
に
は
企
画

力
と
実
行
力
が
必
要
で
あ
り
、
中

枢
と
な
る
市
民
総
意
の
方
向
性
を

明
確
に
示
す
「
長
井
観
光
振
興
計

画
」
の
策
定
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

Ａ．

公
園
管
理
に
つ
い
て
は
、
栽

培
技
術
は
か
な
り
蓄
積
さ
れ
て
き

た
と
考
え
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
を
含
め
た
効
率
的
な
応
援
体
制

の
検
討
、
及
び
施
肥
等
の
財
源
の

確
保
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
企
画
運
営
と
観
光
協
会
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
協
会
で
来
年
度

に
向
け
た
検
討
に
入
っ
て
お
り
、

職
員
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
積
み
重
ね
の
中
か
ら
、
気

持
ち
の
つ
な
が
り
を
持
っ
た
体
制

や
関
係
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
観
光
振
興
計
画
は
必
要
で
す
が
、

か
わ
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
や
経

済
再
生
戦
略
会
議
で
の
検
討
も
具

体
化
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
タ
イ

ミ
ン
グ
的
に
は
来
年
あ
た
り
か
ら

が
適
当
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ．

児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
施

行
規
則
に
、「
使
用
料
納
入
保
証

書
と
連
帯
保
証
人
を
付
け
ろ
」
と

な
っ
て
い
て
、
６
月
議
会
で
は
「
見

直
し
を
含
め
て
検
討
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
指
定
管
理
者
導
入

の
た
め
の
条
例
改
正
が
可
決
し
て

か
ら
と
言
っ
て
い
ま
す
。
他
の
保

育
に
関
す
る
規
則
も
同
様
に
改
正

す
る
の
で
す
か
。

Ａ．

こ
の
度
提
案
し
て
お
り
ま
す

条
例
改
正
と
一
緒
に
、
児
童
セ
ン

タ
ー
施
行
規
則
と
保
育
園
並
び
に

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
規
則
を

改
正
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
規
則
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

度
は
条
例
改
正
と
深
く
関
係
し
て

お
り
、
議
決
後
に
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

Ｑ．

笹
野
観
音
創
建
１
２
０
０
年

祭
が
行
わ
れ
、
長
井
市
の
市
宝
に

来年１００周年を迎えるあやめ公園

答弁

感
染
予
防
対
策
は

市
民
の
皆
様
と
と
も
に

蒲
生
光
男

議
員 質問の文章は各議員が執筆し、

答弁は当局がまとめたものです。

答弁

公
園
と
ま
つ
り
に

市
民
の
英
知
を
集
め
て

答弁

資
料
的
価
値
が
高
い

こ
と
か
ら
市
宝
に
指
定

渋
谷
佐
輔

議
員

蒲
生
吉
夫

議
員



笹野観音堂（米沢市）

勤労センター

答弁

耐
震
工
事
や
大
規
模
改
修
等

で
洋
式
ト
イ
レ
に
切
替

鈴
木
悟
司

議
員

答弁

一
元
化
し
た
管
理
運
営

形
態
を
め
ざ
す 橋

孝
夫

議
員

し
て
い
る
笹
野
観
音
堂
図
面
、
市

宝
に
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
た

板
図
、
４
間
半
ほ
ど
の
尺
杖
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、
板
図
も
市
宝
に
し
た
よ
う
だ

と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
報
告

が
無
か
っ
た
の
で
す
か
。

Ａ．

板
図
は
、
建
設
後
廃
棄
さ
れ

る
例
が
多
く
資
料
的
価
値
が
高
い

こ
と
か
ら
、
平
成
２１
年
３
月
の
文

化
財
調
査
会
で
協
議
の
上
、
所
有

者
の
承
諾
を
得
て
、
同
年
３
月
の

教
育
委
員
会
で
市
宝
に
決
定
し
ま

し
た
。
例
規
集
へ
の
掲
載
が
遅
れ

ま
し
た
が
、
１０
月
の
加
除
の
際
に

掲
載
し
ま
す
。
今
後
は
市
報
等
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ．

来
年
度
か
ら
勤
労
セ
ン
タ
ー

等
の
運
営
を
指
定
管
理
者
と
す
る

条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
非
公
募
」
方
式
で
、
受
け
手
は

長
井
職
業
訓
練
協
会
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
し
か
し
、
協
会
は
、
昨
年
か
ら

補
助
金
問
題
に
直
接
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
補
助
金
問
題
は
ど
う
整
理

さ
れ
た
の
か
、
協
会
そ
の
も
の
も
、

こ
の
間
頻
繁
に
役
員
構
成
が
変
わ

る
等
、
判
断
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
一
帯
の
全
て
の
建
物
が

市
の
所
有
で
は
な
い
こ
と
、
管
理

運
営
も
国
か
ら
県
、
県
か
ら
市
、

さ
ら
に
市
が
協
会
に
再
々
委
託
す

る
と
い
う
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
建
物
譲
渡
等
も
含
め
、

将
来
ど
の
よ
う
な
活
用
と
運
営
を

構
想
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ．

補
助
金
問
題
は
、
本
年
２
月

に
一
部
を
返
還
し
、
３
月
に
関
係

者
か
ら
協
会
に
対
し
て
返
還
が
あ

り
、
そ
れ
を
４
月
に
県
に
対
し
て

補
助
金
の
残
金
分
と
し
て
支
払
わ

れ
、
清
算
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
６
月
の
総
会
で
三
役
を
一

新
し
、
理
事
も
大
幅
に
入
れ
替
え
、

建
設
業
か
ら
製
造
業
に
軸
足
を
移

す
等
の
内
部
改
革
も
行
な
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
勤
労
セ
ン
タ
ー
等
の
３
施
設
は

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
と

な
り
、
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
の
所
有
の

た
め
適
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

２
つ
の
形
態
で
の
運
営
と
な
り
ま

す
。
譲
渡
等
の
話
が
あ
れ
ば
取
得

を
検
討
し
、
一
元
化
さ
れ
た
管
理

運
営
を
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ．

市
道
幸
町
中
道
線
で
の
街
路

樹
の
幹
折
れ
に
よ
り
、
通
行
車
両

が
損
傷
を
受
け
ま
し
た
。
原
因
は

根
元
が
腐
っ
て
傷
ん
で
い
た
状
況

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
９

本
を
伐
採
し
た
よ
う
で
す
。
ア
カ

シ
ア
通
り
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
街

路
樹
が
伐
採
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し

て
地
元
の
方
々
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
邪
魔
に
な
れ
ば

伐
る
し
か
な
い
の
か
、
伐
ら
ず
に

対
応
で
き
な
い
の
か
今
後
の
対
応

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ．

街
路
樹
の
年
数
が
経
っ
て
い

る
地
域
で
は
、
生
活
や
環
境
上
の

問
題
で
伐
採
等
の
要
望
が
あ
り
、

そ
の
都
度
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
突
然
の
倒
木
で
交
通
に
も
支

障
を
来
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市

民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
が
重
要

で
あ
り
、
適
正
な
管
理
と
木
の
成

長
を
考
え
た
植
栽
が
必
要
で
す
。

Ｑ．

市
内
の
小
中
学
校
の
大
便
用

ト
イ
レ
は
ほ
と
ん
ど
が
和
式
ト
イ

レ
の
よ
う
で
す
。
家
庭
で
は
ほ
と

ん
ど
の
子
供
た
ち
が
洋
式
ト
イ
レ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
早
急
な
対

応
を
望
み
ま
す
。

Ａ．

小
中
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

に
つ
い
て
は
、
教
育
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
対
策
と
し
て
少
し
ず

つ
切
替
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
各
学
校
の
ト
イ
レ
男

女
別
に
最
低
１
基
は
洋
式
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

耐
震
工
事
や
大
規
模
改
修
工
事
等

の
折
も
そ
う
し
た
点
に
配
慮
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

色づく街路樹
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答弁

今
後
の
重
要
な
課
題

と
し
て
検
討 安

部
　
隆

議
員

答弁
生
活
に
密
着
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
作
成
に
努
め
ま
す

我
妻
　
昇

議
員

答弁

雇
用
情
勢
は

厳
し
い
状
況
が
続
く

大
道
寺
　
信

議
員

Ｑ．

緊
急
事
態
に
お
け
る
市
民
へ

の
迅
速
な
情
報
伝
達
は
、
喫
緊
の

課
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
本
市
に
お
け
る
情
報
伝
達

の
方
法
は
、
無
線
や
有
線
の
設
備

も
な
く
広
報
車
に
よ
る
伝
達
で
、

市
内
全
域
を
巡
回
網
羅
す
る
に
は

３０
分
以
上
の
時
間
を
費
や
す
も
の

で
、
迅
速
な
情
報
伝
達
に
は
ほ
ど

遠
い
状
況
で
す
。

　
国
民
保
護
法
で
掲
げ
て
い
る
、

市
民
の
生
命
、
財
産
を
保
護
す
る

目
的
か
ら
も
迅
速
な
情
報
伝
達
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。
武
力
攻
撃
等

を
問
わ
ず
、
自
然
災
害
や
火
災
予

防
な
ど
に
も
利
活
用
が
期
待
で
き

る
も
の
で
あ
り
、
万
全
な
整
備
体

制
を
構
築
す
べ
き
と
察
す
る
が
、

市
長
の
考
え
は
い
か
が
で
す
か
。

Ａ．

国
や
県
か
ら
の
情
報
の
受
信

は
、
エ
ム
ネ
ッ
ト
や
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
想
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
伝
達

す
る
手
段
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

計
画
や
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
定
め

ら
れ
て
い
る
内
容
以
上
の
こ
と
は
、

財
源
や
財
政
計
画
な
ど
も
含
め
、

今
後
の
重
要
な
検
討
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
緊
急
事
態
に
お
け
る
市
民
へ
の

迅
速
な
情
報
伝
達
は
、
安
心
・
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

大
切
な
こ
と
で
す
。

　
防
災
行
政
無
線
だ
け
で
な
く
、

将
来
的
に
は
、
Ｆ
Ｍ
放
送
波
を
利

用
し
た
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
な
ど
も

検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｑ．

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
公

共
施
設
や
大
型
商
業
施
設
は
も
ち

ろ
ん
、
レ
ス
ト
ラ
ン
・
喫
茶
店
・

菓
子
店
・
居
酒
屋
・
カ
ラ
オ
ケ
店

な
ど
普
段
の
生
活
に
密
着
し
た
情

報
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

Ａ．

観
光
協
会
等
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
店
舗
等
の
情
報
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
今
年
度
中
に
検

討
し
、
で
き
れ
ば
来
年
度
に
は
作

成
で
き
る
よ
う
な
方
向
で
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
事
務
所
が

窓
口
に
な
っ
て
関
係
機
関
と
調
整

し
な
が
ら
一
つ
の
も
の
に
ま
と
め
、

見
や
す
い
形
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ．

町
内
会
に
加
入
し
て
い
な
い

世
帯
や
転
入
届
を
出
さ
な
い
世
帯

へ
の
対
応
に
苦
慮
し
た
り
、
ゴ
ミ

の
出
し
方
問
題
で
日
常
的
に
悩
み

を
抱
え
て
い
る
町
内
会
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
町
内
会
は
行
政
と

一
体
で
あ
り
、
行
政
の
手
が
届
か

な
い
所
を
補
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

と
い
う
考
え
の
下
、
問
題
の
解
消

に
取
り
組
む
べ
き
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

Ａ．
窓
口
に
転
入
や
転
居
手
続
き

に
来
ら
れ
た
と
き
は
、
今
後
も
積

極
的
に
隣
組
に
加
入
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
、
隣
組
へ
の
加
入

促
進
の
情
報
交
換
に
努
め
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
出
し
方
を
き
ち
ん
と
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ

し
て
、
ゴ
ミ
の
分
別
を
周
知
徹
底

し
ま
す
。
ま
た
、
地
区
の
衛
生
組

合
へ
の
支
援
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ．

失
業
率
は
過
去
最
悪
の
５
・

７
％
、
有
効
求
人
倍
率
も
０
・
４２

倍
と
過
去
最
低
の
状
況
に
あ
り
、

長
井
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
も
６

月
が
０
・
２４
倍
と
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
雇
用
情
勢
を

ど
の
よ
う
に
見
て
お
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
現
時
点
で
の
新
卒
者
の
求

人
状
況
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ．
７
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
、

０
・
２３
倍
と
な
っ
て
お
り
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
認
定
申
請
件

数
な
ど
を
み
て
も
、
予
断
を
許
さ

な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
新
卒
者
の
求
人
状

況
は
、
就
職
希
望
者
１
２
３
名
に

対
し
て
、
域
内
企
業
の
求
人
数
は

７５
名
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ．

児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
導
入
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
説

明
会
も
行
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す

改修待たれる市役所玄関
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答弁

保
護
者
の
考
え
を

尊
重
し
て

竹
田
博
一

議
員

が
、
十
分
に
理
解
さ
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
は
な
ぞ
の

保
育
園
と
清
水
保
育
園
の
業
務
委

管
と
の
違
い
は
ど
こ
な
の
か
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ．

利
用
料
金
制
度
の
採
用
や
使

用
許
可
権
限
の
理
解
は
難
し
か
っ

た
と
感
じ
ま
す
が
、
保
育
内
容
や

職
員
体
制
等
に
つ
い
て
は
、
ご
理

解
い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
は
な
ぞ
の
・
清
水
保
育
園

は
、
運
営
主
体
で
あ
る
社
会
福
祉

協
議
会
の
責
任
で
業
務
を
実
施
し
、

指
定
管
理
者
は
市
の
責
任
で
実
施

す
る
こ
と
が
違
い
と
な
り
ま
す
。

Ｑ．

少
子
化
が
進
み
伊
佐
沢
小
の

複
式
学
級
が
近
々
の
問
題
と
な
り

ま
す
が
、
学
校
の
在
り
方
と
し
て
、

機
会
均
等
と
児
童
第
一
を
考
え
た

場
合
問
題
が
多
い
と
考
え
ま
す
。

複
式
学
級
と
学
校
併
合
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
対
応
を

慎
重
に
進
め
る
場
合
の
集
約
の
方

法
を
伺
い
ま
す
。
さ
ら
に
１０
〜
１５

年
間
現
行
の
ま
ま
と
す
る
考
え
方

と
そ
の
後
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ．

小
学
校
の
将
来
構
想
に
つ
い

て
は
、「
今
後
１０
年
か
ら
１５
年
は

現
行
の
ま
ま
で
推
移
す
る
の
が
望

ま
し
い
」
と
い
う
教
育
委
員
会
の

方
針
を
示
し
ま
し
た
。
伊
佐
沢
小

学
校
は
そ
の
間
に
複
式
学
級
が
想

定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
、

地
域
へ
の
説
明
や
保
護
者
の
考
え

な
ど
を
十
分
尊
重
し
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ．

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
東
側
の
市

民
防
災
公
園
構
想
に
つ
い
て
、
主

な
施
設
計
画
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

都
市
計
画
区
域
拡
大
の
考
え
方
に

つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

Ａ．

防
災
公
園
は
、
大
規
模
災
害

時
の
救
援
活
動
の
拠
点
や
避
難
地

と
し
て
、
陸
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
基

本
施
設
と
し
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
備

蓄
倉
庫
な
ど
を
整
備
す
る
計
画
で

す
。
国
の
補
助
を
受
け
る
た
め
に

は
、
公
園
設
置
区
域
が
都
市
計
画

区
域
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
課
題

も
あ
り
ま
す
が
都
市
計
画
区
域
の

見
直
し
が
必
要
で
す
。

伊佐沢小学校校舎

蒲
生
光
男
委
員
　
長
井
市
の
市
税

等
の
収
納
率
は
少
し
ず
つ
向
上
し

て
い
ま
す
。
２０
年
度
の
収
納
率
向

上
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
み
の
特

徴
的
な
こ
と
を
説
明
く
だ
さ
い
。

税
務
課
長
　
口
座
振
替
の
依
頼
に

つ
い
て
３
１
４
世
帯
ほ
ど
回
り
、

９６
名
の
方
に
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
県
の
税
務
課
の
職

員
の
協
力
を
得
て
特
別
徴
収
の
事

業
所
を
１
事
業
所
で
も
多
く
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。

委
員
　
換
価
処
分
を
含
め
て
金
額

的
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
督
促
・
差
押
え
に
つ
い

て
は
特
に
配
慮
し
な
が
ら
進
め
る

べ
き
で
す
。

税
務
課
長
　
滞
納
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
財
産
調
査
、
預
貯
金
の

調
査
を
徹
底
し
て
や
っ
て
い
く
と

い
う
の
が
現
在
の
徴
収
の
流
れ
で
、

そ
こ
に
全
力
を
傾
注
し
て
仕
事
を

進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　
督
促
・
差
押
え
に
つ
い
て
は
善

良
な
納
税
者

の
立
場
で
関

係
法
令
に
従

い
、
十
分
配

慮
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
決
算
特
別
委
員
会
と
は
、
前
年
度
の
歳
入

歳
出
す
べ
て
の
会
計
決
算
を
審
査
す
る
た
め

に
設
置
さ
れ
る
特
別
委
員
会
で
、
毎
年
９
月

定
例
市
議
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
ま
す
。
議

長
と
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
全
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。



公
務
災
害
補
償
条
例
を

改
正

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に

指
定
管
理
者
制
度
導
入

児
童
セ
ン
タ
ー
に

指
定
管
理
者
制
度
導
入

公
務
災
害
補
償
条
例
を

改
正

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に

指
定
管
理
者
制
度
導
入

児
童
セ
ン
タ
ー
に

指
定
管
理
者
制
度
導
入

●
政
府
備
蓄
米
を
ル
ー
ル
に
基
づ

　
き
買
い
入
れ
る
こ
と
を
求
め
る

　
請
願
　

●
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ 

反
対
、
農
家
経

　
営
の
危
機
打
開
を
求
め
る
請
願

　（
請
願
者
　
長
井
市
農
民
連
会

　
長
　
遠
藤
重
夫
）

請
　
願

勤労センター（職業訓練棟）

　「
議
員
と
非
常
勤
職
員
の
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
」
に

つ
い
て
は
、
適
用
対
象
外
と
さ
れ

て
い
る
船
員
保
険
法
の
非
常
勤
職

員
の
災
害
補
償
に
つ
い
て
、
適
用

除
外
規
定
を
削
除
し
、
他
の
非
常

勤
の
職
員
と
同
様
本
条
例
に
基
づ

き
補
償
す
る
も
の
で
す
。

　
本
市
で
は
対
象
と
な
る
職
員
は

い
な
い
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

 

「
児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

一
部
改
正
」
に
つ
い
て
は
、
児
童

セ
ン
タ
ー
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
に
あ
た
り
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
護

者
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
早
朝
と

夕
方
の
延
長
保
育
及
び
２
歳
児
か

ら
の
保
育
が
行
わ
れ
ま
す
。
導
入

す
る
理
由
は
、
行
財
政
改
革
推
進

計
画
２
０
０
６
に
お
い
て
、
指
定

管
理
者
の
活
用
を
含
む
民
間
委
託

等
の
推
進
に
児
童
セ
ン
タ
ー
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
保
育
士
の

採
用
を
行
っ
て
お
ら
ず
直
営
で
の

運
営
が
困
難
な
こ
と
、
多
様
化
す

る
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
で
あ
る
こ
と
。
致
芳
児
童
セ
ン

タ
ー
を
最
初
に
す
る
理
由
に
、
あ

か
し
あ
産
業
団
地
会
か
ら
の
延
長

保
育
の
要
望
が
多
か
っ
た
か
ら
と

の
こ
と
で
す
。

　
児
童
セ
ン
タ
ー
に
指
定
管
理
者

制
度
は
な
じ
ま
な
い
、
一
部
委
託

に
す
べ
き
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

　「
市
道
街
路
樹
の
幹
折
れ
に
よ

る
車
両
損
傷
事
故
の
損
害
賠
償
」

に
つ
い
て
は
、
７
月
１０
日
に
市
道

中
道
幸
町
線
で
発
生
し
た
倒
木
に

よ
っ
て
損
傷
し
た
車
両
の
損
害
賠

償
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
設
置
条

例
の
一
部
改
正
」
と
「
勤
労
者
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
設
置
条
例
の
一
部
改

正
」
の
２
件
に
つ
い
て
は
、
管
理
・

運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
提
案
で
す
。
委
員
か
ら
の
「
指

定
管
理
者
は
ど
こ
を
予
定
し
て
い

る
の
か
」
と
の
質
疑
で
は
、「
非

公
募
で
、
長
井
職
業
訓
練
協
会
に

お
願
い
し
、
施
設
利
用
の
予
約
受

付
が
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
、
施
設

の
修
繕
な
ど
が
容
易
に
な
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
」
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
か

ら
「
利
用
料
金
を
独
自
で
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
利
用
者
と
ト
ラ
ブ

ル
も
考
え
ら
れ
、
も
う
少
し
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

平野児童センターでの学童保育

◆
政
府
備
蓄
米
を
ル
ー
ル
に
基
づ 

　
き
買
い
入
れ
る
こ
と
を
求
め
る

　
意
見
書

　
　
米
価
暴
落
を
回
避
す
る
た
め
、

　
政
府
が
決
め
て
い
る
備
蓄
米
百

　
万
ト
ン
に
不
足
す
る
分
を
緊
急

　
に
買
い
入
れ
、
市
場
を
引
き
締

　
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

◆
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ 

反
対
、
農
家
経

　
営
の
危
機
打
開
を
求
め
る
意
見

　
書

　
　
日
本
農
業
を
崩
壊
に
導
く
日

　
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
は
行
わ
な
い
こ

　
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
皆
様
か
ら
の

請
願
や
陳
情
等
の
審
査
を
行
い
、

採
択
す
れ
ば
そ
の
趣
旨
を
ま
と

め
た
意
見
書
を
、
関
係
す
る
省

庁
や
機
関
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

採
　
択



運動公園整備予定の生涯学習プラザ東側

蒲
生
吉
夫
委
員
　
置
広
理
事
会
で

「
消
防
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
消

防
広
域
化
の
後
で
検
討
す
る
」
と

言
っ
て
い
ま
す
が
逆
で
す
。
国
が

２８
年
度
ま
で
に
全
国
的
に
デ
ジ
タ

ル
化
を
す
る
と
決
め
て
い
る
こ
と

か
ら
先
に
す
べ
き
で
す
。

市
長
　
東
南
置
賜
の
施
設
な
ど
が

更
新
時
期
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。
我
々
と
し
て
は
デ
ジ
タ
ル
化

だ
け
は
共
同
投
資
す
る
な
ど
、
こ

れ
以
上
消
防
費
用
が
増
え
な
い
と

い
う
前
提
で
資
料
作
り
を
す
る
と

い
う
の
が
合
意
で
す
。

委
員
　
県
は
５
ブ
ロ
ッ
ク
で
デ
ジ

タ
ル
化
の
方
向
で
す
が
、
費
用
の

計
算
を
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
か
。

企
画
調
整
課
長
　
西
置
賜
行
政
組

合
で
と
っ
た
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
参

考
見
積
も
り
は
、
３
億
９
２
６
万

７
０
０
０
円
で
す
。

委
員
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

有
料
化
す
る
必
要
は
な
い
が
、
遊

具
の
更
新
の
た
め
に
も
１
回
１
０

０
円
く
ら
い
の
協
力
金
を
お
願
い

し
て
は
ど
う
で
す
か
。

福
祉
事
務
所
長
　
利
用
者
か
ら
年

間
１
０
０
０
円
の
登
録
料
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
負

担
を
い
た
だ
く
の
は
大
変
で
す
。

我
妻
昇
委
員
　
長
井
駅
周
辺
整
備

事
業
に
、
２
億
円
も
の
大
金
を
か

け
る
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
新
設
さ
れ
る
東
西
連

絡
道
路
が
、
バ
イ
ク
も
自
転
車
も

通
行
で
き
な
い
と
判
断
し
た
時
点

で
、
魅
力
が
半
減
し
て
い
ま
す
。

せ
せ
ら
ぎ
水
路
や
東
屋
な
ど
を
含

む
整
備
は
大
規
模
過
ぎ
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。

市
長
　
こ
の
事
業
は
、
大
雨
時
に

水
路
が
溢
れ
る
な
ど
の
問
題
を
解

消
す
る
た
め
の
水
路
整
備
が
メ
イ

ン
で
す
。
長
井
の
表
玄
関
で
あ
る

駅
を
水
・
緑
・
花
を
感
じ
る
空
間

に
し
て
欲
し
い
と
の
提
案
が
あ
り

取
り
入
れ
ま
し
た
。

委
員
　
以
前
か
ら
杉
林
を
伐
採
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
す
べ
て
伐
採
す
る
と

い
う
結
論
に
達
す
る
前
に
間
伐
や

枝
打
ち
、
下
刈
り
な
ど
の
手
入
れ

を
施
し
て
か
ら
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
杉
は
鳥
が
寄
り
付
か
な
い

木
で
あ
り
、
花
粉
の
問
題
も
あ
り

ま
す
。
中
道
地
区
や
山
形
鉄
道
か

ら
の
要
望
も
あ
り
伐
採
す
る
こ
と

に
し
た
も
の
で
、
む
や
み
に
伐
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
関
勝
助
委
員
　
生
涯
学
習
プ
ラ

ザ
東
側
を
防
災
機
能
を
有
す
る
運

動
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に

に
つ
い
て
は
歓
迎
し
ま
す
が
、
そ

の
経
過
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
　
市
か
ら
の
依
頼
を
受
け
た

土
地
開
発
公
社
が
平
成
４
年
に
運

動
公
園
用
地
と
し
て
購
入
し
、
平

成
１７
年
に
１０
年
以
内
に
整
備
す
る

こ
と
と
し
て
市
が
土
地
開
発
公
社

か
ら
買
取
り
ま
し
た
。
平
成
２６
年

度
ま
で
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
最
も
補
助
率
の
高
い
都
市
公

園
事
業
費
補
助
の
来
年
度
の
採
択

を
要
望
し
て
い
ま
す
。

委
員
　
防
災
機
能
を
有
す
る
運
動

公
園
と
し
て
の
整
備
計
画
を
伺
い

ま
す
。

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
館
長
　
陸
上
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
多
目
的
広
場
を
メ
イ

ン
と
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ヘ
リ
ポ

ー
ト
、
陸
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ス
タ

ン
ド
の
下
は
備
蓄
倉
庫
と
し
て
も

使
え
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

委
員
　
屋
根
付
き
の
運
動
施
設
整

備
を
計
画
に
入
れ
る
こ
と
は
可
能

で
す
か
。

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
館
長
　
可
能
性

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

整備が始まった長井駅周辺

消防本部　通信指令室



　
橋
孝
夫
委
員
　
ま
な
び
館
と
西

側
の
Ｊ
Ｖ
の
事
務
所
や
宿
舎
等
の

撤
退
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
土
地
に
係
る
経
過
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

企
画
調
整
課
長
　
平
成
１２
年
に
取

得
要
請
が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
は

財
政
難
等
か
ら
直
接
取
得
で
き
ず
、

野
川
山
入
会
共
有
地
組
合
が
土
地

を
買
い
、
そ
れ
を
国
が
借
り
る
段

取
り
と
し
ま
し
た
。
平
成
１８
年
に

市
が
買
い
上
げ
る
と
い
う
合
意
文

書
を
取
り
交
わ
し
て
い
ま
す
。

委
員
　
職
員
を
配
置
し
て
一
帯
の

活
用
策
を
検
討
す
る
と
い
う
具
体

的
な
考
え
方
は
ど
う
で
す
か
。

企
画
調
整
課
長
　
２３
年
度
以
降
有

効
に
使
え
る
よ
う
地
域
の
方
々
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
意
向
を
調
査
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

委
員
　
活
用
策
は
い
ろ
い
ろ
考
え

ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
財
政
措
置

が
な
い
中
で
は
難
し
い
と
感
じ
ま

す
。
当
面
は
、
安
全
対
策
を
国
等

と
一
緒
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。

市
長
　
非
常
に
い
い
場
所
で
す
が

危
険
な
箇
所
も
あ
り
、
川
に
関
わ

る
振
興
策
も
含
め
要
望
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

野川まなび館

西根児童センター　運動会から

●
「
平
成
２０
年
度
歳
入
歳
出
決

　
算
認
定
」
に
反
対

　
　
　
　
　（
藤
原
民
夫
議
員
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

に
つ
い
て
反
対
し
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
７５
歳
と
い
う
年
齢
を

重
ね
た
だ
け
で
別
枠
の
医
療
制

度
に
囲
い
込
み
、
長
寿
の
方
が

増
え
れ
ば
保
険
料
が
値
上
げ
さ
れ
、

診
療
内
容
を
削
る
と
い
う
差
別

医
療
制
度
で
す
。
幸
い
衆
院
選

で
圧
勝
し
誕
生
し
た
鳩
山
首
相
は
、

こ
の
制
度
を
な
く
す
と
約
束
し

ま
し
た
。

　
決
算
書
の
内
容
は
国
の
制
度

に
従
う
も
の
で
す
が
、
老
齢
を

迎
え
る
全
て
の
市
民
を
不
安
に

陥
れ
る
制
度
に
反
対
し
ま
す
。

●
「
児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

　
の
一
部
改
正
」
に
反
対

　
　
　
　
　（
　
橋
孝
夫
議
員
）

　
児
童
セ
ン
タ
ー
に
「
指
定
管

理
者
を
導
入
す
る
」
こ
と
は
　

�
「
不
安
で
あ
り
、
先
が
見
え

な
い
し
メ
リ
ッ
ト
も
見
え
な
い
」

と
い
う
保
護
者
の

意
見
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
理
解
と

納
得
が
得
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
　
�

幼
児
教
育
は
市
の

重
要
な
責
務
で
あ

り
、
指
定
管
理
者

制
度
は
な
じ
ま
な

い
こ
と
　
�
「
保

育
士
が
足
り
な
い
か
ら
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
採
用
し
な
い
結

果
で
あ
り
、
労
働
条
件
も
そ
こ

そ
こ
で
い
い
と
す
る
考
え
方
に

は
賛
同
で
き
な
い
、
等
の
理
由

で
反
対
し
ま
す
。

●
「
児
童
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

　
の
一
部
改
正
」
に
賛
成

　
　
　
　
　（
谷
口
栄
子
議
員
）

　
私
は
次
の
理
由
か
ら
賛
成
し

ま
す
。
�
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

中
で
指
定
管
理
者
の
活
用
を
含

む
民
間
委
託
等
の
推
進
に
、
児

童
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
業
務
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
計
画

に
沿
っ
て
実
行
さ
れ
る
か
ら
で

す
。
�
こ
の
度
の
移
行
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
多
様
化
す
る

要
望
に
応
え
る
た
め
の
も
の
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
子
育
て
支

援
を
応
援
す
る
施
策
で
す
。
�

新
た
な
事
業
と
雇
用
の
拡
大
に

つ
な
が
り
ま
す
。

●
「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
設
置

　
条
例
の
一
部
改
正
」
「
勤
労

　
者
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
設
置
条
例

　
の
一
部
改
正
」
に
反
対

　
　
　
　
　（
蒲
生
吉
夫
議
員
）

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
な
ど
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
、
非
公
募
で
職

業
訓
練
協
会
に
委
託
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
協
会
は
補
助

金
の
使
途
不
明
金
で
県
の
立
入

り
調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
協
会
が
直
接
事
務
作
業
を

行
わ
な
い
で
、
指
定
管
理
業
務

の
全
部
を
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
に
再
委
託
す
る
と
し
て
い

て
、
長
井
市
が
自
ら
決
め
た
再

委
託
を
禁
じ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
破
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま

す
。



　
西
置
賜
行
政
組
合
議
会
は
７
月

２１
日
に
臨
時
会
を
開
き
、
消
防
職

員
の
団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
に

対
処
す
る
た
め
、
平
成
２２
年
度
か

ら
２７
年
度
ま
で
に
限
り
、
現
在
の

定
数
１
０
５
名
を
最
大
１
１
５
名

と
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
昭
和
４７
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た

消
防
本
部
は
、
こ
の
時
期
に
採
用

さ
れ
た
職
員
が
定
年
を
迎
え
、
平

成
１９
年
度
か
ら
２７
年
度
ま
で
に
１

０
５
名
の
定
数
の
内
５２
名
が
退
職

す
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
消
防
職
員
は
、
　
採
用
か
ら
６

ヶ
月
間
消
防
学
校
初
任
科
研
修
が

必
要
な
こ
と
、
　
救
急
業
務
に
携

わ
る
に
は
救
急
科
研
修
課
程
を
修

了
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
　
緊

急
自
動
車
や
中
型
運
転
免
許
受
験

資
格
は
運
転
経
験
３
年
が
必
要
な

こ
と
、
　
警
防
、
救
助
及
び
救
急

の
全
業
務
を
マ
ス
タ
ー
す
る
に
は

概
ね
３
年
を
要
す
る
こ
と
、
　
高

規
格
救
急
車
に
は
救
急
救
命
士
の

資
格
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
等
が

求
め
ら
れ
、
現
在
の
消
防
力
を
維

持
す
る
た
め
に
は
各
年
度
毎
に
退

職
者
数
に
応
じ
た
採
用
を
し
た
の

で
は
間
に
合
わ
ず
、
採
用
計
画
を

前
倒
し
す
る
も
の
で
す
。

―
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
対
処

　
長
井
市
議
会
が
関
係
す
る
広
域
議
会
は
、
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

（
置
広
）
議
会
、
西
置
賜
行
政
組
合
（
西
置
）
議
会
、
置
賜
広
域
病
院
組
合

（
置
病
）
議
会
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

構
成
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員
の
定
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
広
域
議
会
は
、
予
算
・
決
算
を
は
じ
め
市
民
生
活
に
直
接
関
わ
る
大

切
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
報
告
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
毎
回
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
西
置
賜
行
政
組

合
議
会
と
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

は
、
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
「
結

び
づ
ら
い
」「
破
け
や
す
い
」
と

い
う
苦
情
を
受
け
、
平
成
２１
年
８

月
臨
時
会
で
ご
み
袋
の
形
状
変
更

と
料
金
改
定
に
つ
い
て
可
決
し
ま

し
た
。

　
ご
み
袋
の
大
き
さ
の
見
直
し
と

資
源
袋
を
除
い
た
ご
み
袋
の
改
定

額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　
指
定
ご
み
袋
は
、
来
年
４
月
１

日
に
切
り
替
わ
り
ま
す
が
、
ご
家

庭
に
残
っ
て
い
る
現
在
の
ご
み
袋

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
使
え
ま

す
。

改正後（レジ袋タイプ） 現行（平袋タイプ）

変更

現
　
行
（
平
袋
）

改
定
後
（
レ
ジ
袋
）

大小大小大小

種
　
類

可
燃
ご
み
袋

不
燃
ご
み
袋

資
　
源
　
袋

ごみ袋の大きさと料金



（金）

（月）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（水）

（金）

◎正式な日程は、議会運営委員会で決定します。

（開会は午前１０時）

　小関　勝助　　　橋　孝夫　鈴木　悟司

○竹田　博一　◎蒲生　吉夫　谷口　栄子

（◎委員長　○副委員長）

議会だより編集特別委員会
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３０�

７�

８�
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１８

１１�

�

１２�

／

／

・政務調査費は、地方自治法に基づき、長井市議会政務 
　調査費に関する条例を定めて、議員の調査研究活動に
　必要な経費の一部として交付される経費です。
・議員１人当たり１万円／月が交付されます。
・長井市議会政務調査費の使途基準は次のとおりです。

項　　目

調査・研究研修費

資料購入・作成費

広 報・広 聴 費

通信運搬・事務費

その 他 の 経 費

内　　　容
研究会及び研修会を開催するために要す
る経費または議員が他の団体の開催する
研究会及び研修会に参加するために要す
る経費
調査研究活動のために必要な先進地調査
または現地調査に要する経費
調査研究活動に必要な資料の作成に要す
る経費
調査研究活動のために必要な図書、資料
の購入に要する経費
調査研究活動、議会活動及び市の施策に
ついて市民に報告し、または広報するた
めに要する経費
市民から市政に関する要望、意見などを
聴取するために開催する会議などに要す
る経費
調査研究活動を行うために必要な事務機
器及び事務用品の購入に要する経費
上記に掲げる経費以外の経費で調査研究
活動に要する経費

・各議員から提出された収支報告書には詳細に収支・活
　動内容が記載され領収書が添付されています。
・情報公開条例により全て公開されています。

議会運営委員会

本会議（開会）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

総務・文教常任委員会

厚生常任委員会

産業・建設常任委員会

予算特別委員会

本会議（閉会）

　
９
月
定
例
市
議
会
は
、決
算
議

会
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。膨
大

な
資
料
の
中
か
ら
一
部
を
抜
き

出
し
て
記
載
し
ま
し
た
。写
真
も

多
め
に
使
い
、事
業
の
中
身
を
分

か
り
や
す
く
構
成
し
た
つ
も
り

で
す
が
、紙
面
改
善
の
た
め
市
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
市

役
所
ロ
ビ
ー
で
も
議
会
中
継
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。２
台
の
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
て
い
ま
す
が
、全

体
の
様
子
は
傍
聴
に
勝
る
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
議
場
に
も

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
長
井
市
議
会
で
は
、
６
月
定

例
会
か
ら
「
本
会
議
」
「
予
算

特
別
委
員
会
」
「
決
算
特
別
委

員
会
」
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　「
生
中
継
」
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
生
中
継
終
了
概
ね
３
日

後
か
ら
は
、
ご
都
合
の
よ
い
時

間
に
「
録
画
中
継
」
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
各
議
員
の
質
問
項
目
等
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
場

に
お
い
で
に
な
れ
な
い
皆
様
に

も
関
心
の
あ
る
事
項
等
を
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
議
会
中
継
は
、
市
ま
た
は
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
議
会

中
継
」
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。


